
技 術 ・ 家 庭 科（ 技 術 分 野 ） 学 習 指 導 案 

題材名「安心・安全な生活を実現するための生物育成の技術の在り方」 

令和５年１１月２日（木） 第５校時 ２年３組教室  

東吾妻町立東吾妻中学校 ２年３組 指導者 竹本 雅彦 

Ⅰ 題材の構想 

１ 題材の目標及び生徒の実態 

 目 標 生徒の実態 

知識及び技能 ・生物育成の見方・考え方を働かせた実践

的・体験的な活動を通して、生活や社会

で利用されている生物育成の技術につい

ての基礎的な理解を図り、それらに関わ

る技能を身につける。 

・小学校では、トマト栽培の経験はしているが、事前アンケートをとった

ところ、管理作業については、ほとんどの生徒が水やりしか理解してい

なかった。このことから、体験的な学習を通して、生物育成の基礎的な

技術を身につける必要がある。 

思考力、判断力、 

表現力等 

・生物育成の技術と生活や社会、環境との

関わりについて理解し深めるとともに、

生活や社会の中から生物育成の技術に関

わる問題を見いだして課題を設定し、課

題を解決する力を身につける。 

・前単元で、豆苗を育てた経験から、生徒は作物の環境の調節、成長の管

理の重要性について学習している。また、事前アンケートにより、消費者

が求める作物について、安全性や収量、品質の向上、保存のきくものなど

があげられた。このことから、自分たちが発見した生物育成の技術にかか

わる問題を自分たちや社会の生活の課題解決に生かしていく能力を育成し

ていく必要があると考えられる。 

学びに向かう力、 

人間性等 

・よりよい生活や持続可能な社会の構築に

向けて、適切かつ誠実に生物育成の技術

を工夫し、創造しようとする実践的な態

度を育てる。 

・事前アンケートにより、生物育成に興味がある生徒は80％ほどいたが、

日本の農業が抱える問題について知っている生徒はほとんどいなかった。

このことから、自分たちの生活や社会をよりよくしていくことと生物育成

を結び付けて考えていないことが分かった。 

２ 評価規準 

知識・技能 ・生活や社会で利用されている生物育成の技術について、科学的な原理・法則や基礎的な技術のし
くみ及び、生物育成の技術と生活や社会、環境との関わりについて理解しているとともに、安
全・適切な栽培ができる技能を身につけている。 

思考・判断・表現 ・生物育成の技術についての問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・改善
し、表現するなどして課題を解決する力を身につけるとともに、安心安全な暮らしの実現を目指
して生物育成の技術を評価・改善・修正することができる。 

主体的に学習に 
取り組む態度 

・安全・安心な暮らしの実現に向けて、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善した
りして、生物育成の技術を工夫し創造しようとしている。 

３ 指導と評価の計画     ※「資料１ 問題解決的な学習となるよう工夫した指導と評価の計画」を参照 

時 学習活動 知 思 主 

１ ・生物育成の目的や生物育成の技術について調べ活動をする。（あ）   〇 
２ 
３ 

・作物の育成環境を調節する技術について調べる。（あ） 
・豆苗の育成を行い、育成環境を調節する技術を体験する。（あ）（ア） ●  

 
 

４ ・作物の成長を管理する技術について考える。 ・作物を管理する技術とその目的についてまとめる。（ア） ●   
５ 
 

・生物育成の技術に込められた問題解決の工夫について考える。（ア） 
・食料生産における問題解決の工夫などから、「技術の見方・考え方」について気づいたことをまとめる。（あ）

（イ） 
 ●  

６ 
 

・新聞記事やインターネットから生物育成の技術に関する問題を調べ、トマト栽培で解決できる問題を見つける。 

・解決するための課題を設定する。（あ）（ア）（ウ）  
● 
〇 

 

７ ・課題に沿った管理方法を講師の先生やインターネットで調べたことをもとにまとめ、栽培計画を立てる。（ア）  ●  
８ 
９ 
10 
11 

・安全に配慮し、成長の段階に合わせて、適切な管理作業を行う。（ア） 

・観察記録をもとに、栽培計画を見直し、修正し、それらをもとに管理作業を行う。（ア） 
●  〇 

12 
13 

・記録したデータをまとめ、自己評価から課題と原因を探す。（ア） 

・【本時】自己評価で出た課題や原因を基にトマト栽培の解決策を話し合い、安全・安心な暮らしを実現するために、

生物育成の技術について必要なことを考える。（ア） 

 ●  

14 
15 

・自分の問題解決における最適化の場面を振り返り、社会の問題解決における最適化と比較する。（ア） 

・生物育成の技術のプラス面、マイナス面について考え、これからどのような技術の最適化を図っていくとよいかを

まとめる。（ア） 
● ●  

16 
17 

・持続可能な社会の構築のために、これからの生物育成の技術について考える。（あ）（ア） 
 ●  

活用する学習支援ソフト等 （あ）google 
活用するコンテンツ等 （ア）googleスプレットシート、（イ）google Jamboard、（ウ）googleフォーム 



Ⅱ 本時の学習（ １３／１７ ） 

１ ねらい トマト栽培の自己評価を基に、班でトマトの改善点について話し合ったり、有識者（高校の先生）からの講評を

参考にしたりすることで、生物育成に必要なことを考えることができる。 

２ 展開 

主な学習活動、 指導上の留意点 

 生徒の反応・発言等〔Ｓ〕 ☆ICT活用＜分類＞ 

１ 前時の学習を振り返り、本時のめあ
てをつかむ。（5分） 

 
 
 
 

☆前時の振り返り 
＜データの可視化＞ 
 

○前時までの活動の振り返りをすることで、本時の学
習に繋げられるようにする。（自己評価から課題→
原因を明確にすることで話し合いをスムーズに行え
るようにする。また、生物育成の技術についても確
認する） 

 
 

２ 観察記録などのデータから、トマト
栽培について分析した解決策を班で話
し合う。（20分） 
Ｓ：かん水を忘れてしまうときがあった
から枯れてしまったので毎日あげるよ
うにしよう。 
Ｓ：わき芽を取る作業を定期的に行う必
要があった。 
Ｓ：肥料不足でなければ、もっと元気に
育っていたかな。 
Ｓ：日照時間や気温の関係で、鉢を中に
いれたり外に出したりして調節する必
要があった。 
Ｓ：葉がうどんこ病に感染してしまった
のは、空気の循環が良くなかったから
かな。 
Ｓ：農薬を使ったほうが虫に食べられず
また、病気にならなくて済んだかな。 

☆スプレッドシート
による解決策の記
入＜情報の共有＞ 
☆スプレッドシート
による観察記録 
＜データの可視化＞ 
☆他校のＰＤＦ化し
た観察記録 
＜データの可視化＞ 

〇他の班と共有ができるように、話し合った意見は、
スプレッドシートに入力するよう促す。 
〇何の視点からの解決策なのか、見分けがつくよう
に、環境を調節する技術に関すること、生物の成長
を管理する技術に関すること、特徴を改良する技術
に関することをリストから選択できるよう指示す
る。 
〇管理作業の仕方がトマトの成長に影響を与えている
ことに気づけるように、それぞれの管理作業の違い
とトマトの成長具合を比較するよう促す。 
〇成長や管理の比較をするために、他校のトマト栽培
の観察記録シートを参照できるようにする。 
〇環境を整える技術にも視点が向くように、気象庁の
データ等も確認させるようにする。 
〇専門的な知識をヒントに話し合いを活発化できるよ
うに、吾妻中央高校の講師に机間巡視をしながら生
徒の質問に答えていただく。 

３．班で話し合ったことを発表し、作物
を育てるのに大切なことは何かを考え
る。【全体】（10分） 
Ｓ：３班の考えは、私の班にはなかった
な。なるほど。 
Ｓ：全体を見ると、解決策のほとんどは
環境の調節と成長の管理がほとんどだ
な。 

 

☆スプレッドシート 
＜情報の共有＞ 

〇自分の意見を広げたり深めたりできるように、他の
班と自分の班で違った意見をよく聞くよう促す。 
〇改めて生物の育成には３つの技術が大切であるかを
認識させるために「めあて」と結び付けて確認する
ようにする。 

 
 
 
 

４．トマト栽培について、吾妻中央高校
の先生の話を聞く。（10分） 
Ｓ：育成環境を調節する技術や生物の成
長を管理すること、生物の特徴を理解
することが大切なんだな。 
Ｓ：家庭で美味しいトマトを作りたいか
ら、解決策をしっかりと聞いておこ
う。 

 ○自分が育ててきたトマトの管理方法を振り返りなが
ら話を聞くようにさせる 
〇専門的な視点から客観的な評価を受け止めながら話
を聞くよう促す。 

５ トマトの栽培において、生物育成の
技術を生かした解決策を振り返る。   
（5分） 
Ｓ：品質良く収量もたくさん獲れるよう
に、肥料の質やかん水の量やタイミン
グを考えて作物を育てたい。 
Ｓ：天候に左右されないように、温度や
室温、水分の管理もきちんと行ってい
くことが必要。 

☆スプレッドシート 
＜情報の共有＞ 

〇学習したことを基に振り返りができるように、自分
自身が立てた目標と照らし合わせたり、今日の授業
で分かったことを具体的にスプレッドシートに入力
したりできるようにする。 
〇次時は、トマト栽培から視野を広げて、生活や社会
に目を向けて考えていくことを伝える。 

 

主な発問 

評価 
トマト栽培で出た課題に対する解決策について
考えることができる。【思・判】 
（話し合い・スプレッドシート） 

＜めあて＞生物育成の技術を基にしながらトマト栽培の解決策について考え、今後の生活に生かしていこう 



 

 
 

問題解決的な学習となるよう工夫した指導と評価の計画（全１７時間計画） 
 
題 材 「安心・安全な生活を実現するための生物育成の技術の在り方」 

目 
 

標 

(1)生物育成の見方・考え方を働かせた実践的・体験的な活動を通して、生活や社会で利用され
ている生物育成の技術についての基礎的な理解を図り、それらに関わる技能を身につける。 

(2)生物育成の技術と生活や社会、環境との関わりについて理解を深めるとともに、生活や社会
の中から生物育成の技術に関わる問題を見いだして課題を設定し、課題を解決する力を身に
つける。 

(3)よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて、適切かつ誠実に生物育成の技術を工夫し、
創造しようとする実践的な態度を育てる 

評
価
規
準 

(1)生活や社会で利用されている生物育成の技術について、科学的な原理・法則や基礎的な技術
のしくみ及び、生物育成の技術と生活や社会、環境との関わりについて理解しているととも
に、安全・適切な栽培ができる技能を身につけている。 

(2)生物育成の技術についての問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評価・
改善し、表現するなどして課題を解決する力を身につけるとともに、安心安全な暮らしの実
現を目指して生物育成の技術を評価・改善・修正することができる。 

(3)安全・安心な暮らしの実現に向けて、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善
したりして、生物育成の技術を工夫し創造しようとしている。 

 

過
程 

時
間 

○ねらい・ 課題  ・学習活動 

◇評価規準〈方法〉 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に

取り組む態度 

つ 
か 

む 

１ 

・資料をもとに調べる活動を

通して、生物を育てる技術の

目的や生物育成の技術につい

て理解できる。 

 

・生物育成の目的や生

物育成の技術について

調べ活動をする。 

 

 

生物を育てる技術

の目的について理

解できる。 

＜ワークシート＞ 

 

 主体的に生物育

成の技術につい

て考えようとし

ている。 

＜観察・ワーク

シート＞ 

２ 

 

３ 

・豆苗を育てる体験を通し

て、育成環境を調節する技術

について理解できる。 

 

・作物の育成環境を調

節する技術について調

べる。 

・豆苗の育成を行い、

育成環境を調節する技

術を体験する。 

作物の育成環境を

調節する技術につ

いて理解できる。

＜ワークシート＞ 

育成環境を工夫し

て豆苗を育成する

ことができる技能

を身に付けること

ができる。 

＜ワークシート＞ 

  

４ 

・作物の成長を管理をする技

術を考える活動を通して、成

長を管理する技術とその目的

について理解することができ

る。 

・作物の成長を管理す

る技術について考え

る。 

・作物を管理する技術

とその目的についてま

とめる。 

作物の成長を管理

する技術について

理解できる。 

＜ワークシート＞ 

 

 

 

 

  

５ 

・生物育成の技術に込められ

た問題解決の工夫について考

えることができる。 

・生物育成の技術に込

められた問題解決の工

夫について考える。 

・食料生産における問

題解決の工夫などか

ら、「技術の見方・考

え方」について気づい

たことをまとめる。 

 

 生物育成の技術に

込められた工夫を

読み取り、「技術の

見方・考え方」に

気づくことができ

る。 

＜ワークシート・

観察＞ 

 

生物育成の技術とは何だろ

うか。 

育成環境を調節する技術と

は何だろう。 

作物の成長を管理する技術

とは何だろう。 

生物育成の技術の工夫には

どんなものがあるのだろう

か。 

資料１ 



 

 
 

追 
 

究 
 

す 
 

る 
 

 

６ 

・技術の見方・考え方を働か

せ問題を発見するための考え

る活動を通して、解決するた

めに課題を設定することがで

きる。 

 

・新聞記事やインター

ネットから生物育成の

技術に関する問題を調

べ、トマト栽培で解決

できる問題を見つけ

る。 
・解決するための課題

を設定する。 

 技術の見方・考え

方」を働かせて、

問題を発見し、自

分なりの課題を設

定する力を身に付

けることができ

る。 

＜ワークシート＞ 

 

７ 

・育成する作物に適した環境

条件を考える活動を通して、

目的に合わせた栽培計画を立

てることができる。 

・課題に沿った管理方

法を講師の先生やイン

ターネットで調べたこ

とをもとにまとめ、栽

培計画を立てる。 

 トマトに適した環

境条件について考

えている。 

育成する目的に合

わせて、栽培計画

を立てる力を身に

付けることができ

る。 

＜ワークシート＞ 

 

８ 

９ 

10 

11 

・トマトの成長の様子を適切

に観察し、記録する活動を通

して、成長の状態に合わせて

適切な管理作業を行うことが

できる。 

・安全に配慮し、成長

の段階に合わせて、適

切な管理作業を行う。 
・観察記録をもとに、

栽培計画を見直し、修

正し、それらをもとに

管理作業を行う。 

トマトの様子を、

観察記録に記入す

ることができる。

＜観察記録シート

＞ 
適切な管理作業を

行う技能を身に付

けることができ

る。＜観察＞ 

  

12 

・問題解決の評価，改善・修

正 

育成の過程や問題解決の結果

を評価し話し合う活動を通し

て、改善及び修正する方法を

考えることができる。 

・記録したデータをま

とめ、自己評価から課

題と原因を探す。 

 育成の過程や問題

解決の結果を評価

し、改善及び修正

する力を身に付け

ることができる。 

＜観察記録シー

ト・観察＞ 

 

13 

【本時】 
・自己評価で出た課題

や原因を基にトマト栽

培の解決策を話し合

い、安全・安心な暮ら

しを実現するために、

生物育成の技術につい

て必要なことを考え

る。 

ま 

と 

め 

る 

14 

 

15 

・生物育成の技術を振り返る

活動を通して、生物育成の光

と影、最適化について考える

ことができる。 

・自分の問題解決にお

ける最適化の場面を振

り返り、社会の問題解

決における最適化と比

較する。 
・生物育成の技術のプ

ラス面、マイナス面に

ついて考え、これから

どのような技術の最適

化を図っていくとよい

かをまとめる。 

生物育成の概念に

ついて理解でき

る。 

＜ワークシート・

観察＞ 

生物育成の技術の

最適化について考

えることができ

る。 

＜ワークシート・

観察＞ 

 

16 

 

17 

・生物育成の経験や振り返り

の活動を通して、これからの

生物育成の技術について考え

ることができる。 

・持続可能な社会の構

築のために、これから

の生物育成の技術につ

いて考える。 

 よりよい生活の実

現や持続可能な社

会の構築に向け

て、生物育成の技

術を評価し、適切

な選択、管理・運

用、改良、応用に

ついて考えること

ができる。 

＜ワークシート＞ 

 

生物育成の問題を発見し、

課題を設定しよう 

生物育成の環境条件を考

え、目的に合わせた栽培計

画を立てよう 

計画表をもとに適切な管

理作業を行おう 

トマト栽培の解決策につい

て話し合い、生物育成の技

術において大切なことを話

し合おう。 

生物育成の技術の光と影、

最適化について考えよう。 

これからの生物育成の技

術に必要なことを考えよ

う。 



授業におけるＩＣＴの活用計画 
 

１ 題 材  安心・安全な生活を実現するためのトマトづくり 

２ 本時のねらい（6/17） 
技術の見方・考え方を働かせ、トマト栽培についての問題を発見し、グループでの話し合いを

通して、自分なりの課題を設定することができる。 
３ 本時における ICTの活用 
○トマト栽培を通して「安心・安全な生活」をしていくために解決すべき問題を考える。 

 Google Jamboard を使い、トマト栽培に向けて「社会からの要求」･「環境への負荷」･ 
「安全性」･「経済性」の４観点から栽培への問題点と改善策をグループのメンバーで出し合う。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○１人１台端末を使って、班ごとに課題とその設定理由をまとめる。 

   Google スプレッドシートを使い、グループでの話し合った問題や改善策をもとに、それぞれ
自分の課題を設定する。グループ内で課題を共有することにより、自分の課題についてさらに 

  修正をすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題点や解決策について、観点ごとに意見を出し合う。 

班ごとに同じスプレッドシートを開き、一人一人が設定した課題とその理由を入力する。 

資料２ 



授業におけるＩＣＴの活用計画 

 

１ 題 材  安心・安全な生活を実現するためのトマトづくり 

２ 本時のねらい（8～11/17） 

トマトの成長の様子を適切に観察し、記録する活動を通して、成長の状態に合わせて適切な 
管理作業を行うことができる。 
３ 本時における ICTの活用 
○Googleスプレッドシートで作成した「ワークシート」を複数の学校間で共有。 

栽培のテーマや栽培方法をまとめたり、作業内容や管理記録を蓄積したりするために，各校の
１人１台端末で利用できる栽培記録シートを作成した。 
シート作成においては、入力方法を簡素化し、記録の蓄積がしやすくなるように配慮した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業内容・成長の記録用シート 

テーマ・栽培方法用シート 

１週間の気象データを閲覧可能に 

今後１週間の天気予報のリンク 

高校生の協力による誘引作業 

資料２ 



授業におけるＩＣＴの活用計画 

 

１ 題 材  安心・安全な生活を実現するためのトマトづくり 

２ 本時のねらい（16/17） 
トマト栽培の解決策についてそれぞれの自己評価で出た改善点を基に班で話し合う活動を 
通して、安全・安心な暮らしを実現するために、栽培経験を今後の生活にどう生かしていくか 
考えることができる。 
３ 本時における ICTの活用 
○栽培記録から自分たちの栽培を評価し、うまくいかなかった点について気候や自分たちの 

活動から原因を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○１人１台端末を使って，班ごとに課題とその原因と改善策を考える。 

 

 

 

 

○本時のまとめ,振り返りを行う。 

 

気象庁のデータから栽培に適切な気温が
あったかを見取る 

班ごとに同じスプレッドシートを開き、話し合いながら原因や
解決策を入力する。 

高校生物生産科の先生
をゲストティーチャーに
迎え、自分たちの解決策
が効果的であるか、アド
バイスをもらう。 

班ごとに自分たちの課題や
解決策を発表し合い、高校の
先生の講評を受けて、自分の
生活に生物育成の技術をどの
ように生かしていきたいかを
考え、スプレッドシートに入
力する。 

スプレッドシートの栽培記録から成長の
様子や適切な管理ができていたかを考える 

収穫の評価を観点ごとに行い、その理由
を考え、自分たちの栽培の課題を見つける 

資料２ 


